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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第78期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第77期

会計期間

自平成21年
３月１日
至平成21年
５月31日

自平成20年
３月１日
至平成21年
２月28日

売上高（千円） 14,815,24768,826,245

経常損失（△）（千円） △173,480△187,908

四半期（当期）純損失（△）（千円） △480,765△2,681,463

純資産額（千円） 3,831,4594,168,080

総資産額（千円） 43,622,98547,673,806

１株当たり純資産額（円） 117.32 127.86

１株当たり四半期（当期）純損失（△）

金額（円）
△14.94 △83.31

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － －

自己資本比率（％） 8.65 8.63

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△895,9431,253,827

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,749,807△641,422

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△2,024,864352,901

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高（千円）
1,944,0233,115,023

従業員数（人） 644 854

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　 　 ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

            ません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年５月31日現在

従業員数（人） 644 (887)

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は(　)内に当第1四半期連結会計期間の平均人員で外書で記載し

　　　　　ております。

　　　　２．従業員数が当第１四半期会計期間において210名減少しましたのは、主に経営の合理化による希望退職者募

　　　　　集によるものであります。

 　　　　

　　(2）提出会社の状況

 平成21年５月31日現在

従業員数（人） 568 (626)

　（注）１．従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除く）であり、臨時雇用者数は(　)内に当第１四半期会計

　　　　　期間の平均人員を外書で記載しております。

 　　　 ２．従業員数が当第１四半期会計期間において92名減少いたしましたのは、主に経営の合理化による希望退職者

　　　　　募集によるものであります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）当社グループにおいては、百貨店業、金融業、その他事業の３事業を行っており、生産及び受注については該当事項

はありません。

(2)販売の状況

　当第１四半期連結会計期間における販売の状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額(千円)

百貨店業 14,502,964

金融業 9,331

その他の事業 302,952

合計 14,815,247

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　

　

２【経営上の重要な契約等】

    当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

 ものであります。

（１）業績の概況 

　当第１四半期（平成21年３月１日～平成21年５月31日）におけるわが国経済は、昨年秋以降の世界的な金融不安と

景気の悪化による先行き不透明感が引続き、個人消費は伸び悩み、いまだ景気回復の動きが見られない厳しい状況が

続いております。

　百貨店業界におきましても、美術宝飾品等の高額品をはじめ、主力である衣料品等、全般的に売上の厳しい状況が

続いております。

　このような状況の下、当グループの百貨店業では、競争激化の中、新規顧客の獲得を目指して川崎店では２階に

「ＨＰＳ」（婦人コンフォートシューズ）のコーナー、３階に「ブティックエコー」（婦人服）を取り入れました。

横須賀店では大通り館２階に「グローブ」（レディスカジュアル）、新館４階に「サンバラール」（レディスＬサイ

ズ）を導入し、藤沢店においても３階に「シャミー」（プレタポルテ）、５階に「ブティックエコー」（婦人服）を

新規に取り入れました。また、町田店においても、個性豊かなテナントの入替えを実施し、店舗の活性化を図りました

が、当第１四半期の売上高は前年におよびませんでした。

　グループ事業全体と致しましては昨年度中に策定いたしました経営改善計画‘ＳＨＩＰＳ’に基づき、個々の事業

運営、業務の見直しを図り、希望退職の実施や新人事制度の採用による諸経費の削減、資産の売却による有利子負債の

削減、自社クレジット事業の外部委託、営業時間の見直し等による経営効率の改善を実施し、連結業績の回復に努めま

した。

　この結果、当第１四半期の連結業績は売上高14,815百万円、営業損失61百万円、経常損失173百万円、四半期純損失480

百万円となりました。　

 

 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①百貨店業 

　中核の百貨店業では、集客力及びお客様のご満足の向上に努めるべく各店において新規ブランドを取り入れました

が、景気悪化に伴う節約志向等による個人消費の伸び悩みの影響から売上高は、14,516百万円、営業損失は83百万円と

なりました。 

②金融業

　金融業は、自社カード（さいか屋ＡＭカード）を平成21年３月に株式会社セディナへ外部委託をし、業務を縮小した

結果売上高は、82百万円、営業利益は、13百万円 となりました。

③その他の事業

　その他の事業は、宣伝広告代理店業、情報サービス業であり、平成21年３月にビル清掃及びメンテナンス業と保険代

理業につきましては、それぞれ株式会社白青舎及び株式会社ジャパン保険サービスに外部委託をし業務を縮小した結

果、売上高は432百万円、営業利益は７百万円となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ1,171百万円減少し、

1,944百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、895百万円の資金減少となりました。これは主に退職給付引当金の減少628百

万円及び仕入債務が337百万円減少したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、1,749百万円の資金増加となりました。これは主に有形固定資産の売却によ

る収入1,756百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、2,024百万円の資金減少となりました。これは主に長期借入金の返済6,760百

万円及び社債の償還による支出1,234百万円によるものであります。 

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、当社は、株式会社木村商店に賃貸ビル（三春町ショッピングセンター）を売

却しております。

　その主要な設備は、次のとおりであります。 

事業所名
(所在地)

事業の種類別
セグメント
の名称

設備の
内容

帳簿価額(千円) 従業
員数
(名)

建物
及び構築物

機械装置
及び運搬具

土地
(面積千㎡)

その他
(器具備品)

合計

三春町ショッピング

センター

(横須賀市三春町)

百貨店業
賃貸ビ

ル
333,906 ―

1,419,893

(9)
― 1,753,800

―

〔－〕　

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更

はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

① 【株式の総数】
種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年７月15日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 32,286,00232,286,002
東京証券取引所

市場第二部

株主として権利内容に制

限のない標準となる株式

であり、単元株式数は

1,000株であります。

計 32,286,00232,286,002 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成21年３月１日～

平成21年５月31日 
－ 32,286,002 － 3,149,063 － 1,197,420

 

（５）【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（６）【議決権の状況】

　

①【発行済株式】

平成21年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式　　114,000
―

株主として権利内容に制限のない標準と

なる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式　31,888,000

31,888同上

単元未満株式 普通株式　　284,002 ― 同上

発行済株式総数 32,286,002― ―

総株主の議決権 ― 31,888 ―

　(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式949株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成21年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)

株式会社さいか屋

神奈川県川崎市川崎区

小川町１番地
114,000 ― 114,000 0.35

計 ― 114,000 ―　 114,000 0.35

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
３月

４月 ５月

最高(円) 190 262 211

最低(円) 101 155 170

　（注）　最高・最低株価は東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平

成21年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けて

おります。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,155,423 3,326,423

受取手形及び売掛金 4,094,912 4,316,408

商品 3,478,493 3,971,479

貯蔵品 73,946 79,255

繰延税金資産 76,975 411,974

その他 924,593 860,519

貸倒引当金 △1,551 △1,990

流動資産合計 10,802,792 12,964,069

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,401,826 13,019,390

土地 10,671,904 12,091,798

その他（純額） 135,578 104,735

有形固定資産合計 ※
 23,209,309

※
 25,215,923

無形固定資産 36,832 36,832

投資その他の資産

投資有価証券 2,465,614 2,285,568

繰延税金資産 277,847 157,174

敷金及び保証金 6,532,294 6,688,345

その他 319,866 335,101

貸倒引当金 △113,930 △110,306

投資その他の資産合計 9,481,692 9,355,883

固定資産合計 32,727,834 34,608,639

繰延資産 92,357 101,097

資産合計 43,622,985 47,673,806
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,095,012 5,432,187

短期借入金 13,047,646 12,857,966

1年内償還予定の社債 3,337,100 3,667,100

未払法人税等 21,787 29,650

賞与引当金 8,196 65,903

商品券回収損引当金 548,580 527,138

その他 3,881,817 4,329,466

流動負債合計 25,940,139 26,909,411

固定負債

社債 3,463,600 4,367,900

長期借入金 9,009,087 9,951,337

退職給付引当金 715,935 1,344,083

役員退職慰労引当金 － 2,711

その他 662,763 930,282

固定負債合計 13,851,385 16,596,314

負債合計 39,791,525 43,505,726

純資産の部

株主資本

資本金 3,149,063 3,149,063

資本剰余金 2,505,662 2,505,662

利益剰余金 △1,898,553 △1,417,787

自己株式 △40,554 △39,974

株主資本合計 3,715,618 4,196,963

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 58,548 △83,025

評価・換算差額等合計 58,548 △83,025

少数株主持分 57,293 54,142

純資産合計 3,831,459 4,168,080

負債純資産合計 43,622,985 47,673,806
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

売上高 14,815,247

売上原価 11,321,320

売上総利益 3,493,927

販売費及び一般管理費 ※
 3,555,850

営業損失（△） △61,923

営業外収益

受取利息及び配当金 27,270

固定資産受贈益 37,534

その他 31,764

営業外収益合計 96,569

営業外費用

支払利息 172,654

その他 35,471

営業外費用合計 208,126

経常損失（△） △173,480

特別利益

役員退職慰労引当金戻入額 2,711

賞与引当金戻入額 57,980

固定資産売却益 2,217

投資有価証券売却益 1,482

特別利益合計 64,390

特別損失

商品評価損 68,145

早期退職制度費用 73,360

シンジケートローン解約損 43,115

特別損失合計 184,621

税金等調整前四半期純損失（△） △293,710

法人税、住民税及び事業税 10,041

法人税等調整額 173,890

法人税等合計 183,931

少数株主利益 3,122

四半期純損失（△） △480,765
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △293,710

減価償却費 398,538

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,184

商品券回収損引当金の増減額（△は減少） 21,442

賞与引当金の増減額（△は減少） △57,707

退職給付引当金の増減額（△は減少） △628,148

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,711

受取利息及び受取配当金 △27,270

支払利息 172,654

投資有価証券売却損益（△は益） △1,482

有形固定資産売却損益（△は益） △2,217

売上債権の増減額（△は増加） 221,495

たな卸資産の増減額（△は増加） 498,295

仕入債務の増減額（△は減少） △337,174

その他 △641,764

小計 △676,577

利息及び配当金の受取額 27,270

利息の支払額 △231,873

法人税等の支払額 △14,762

営業活動によるキャッシュ・フロー △895,943

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △172,260

有形固定資産の売却による収入 1,756,300

投資有価証券の取得による支出 △147

投資有価証券の売却による収入 3,622

貸付けによる支出 △258,747

貸付金の回収による収入 264,990

差入保証金の差入による支出 △54,271

差入保証金の回収による収入 210,321

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,749,807

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,122,800

長期借入れによる収入 4,859,350

長期借入金の返済による支出 △6,760,370

社債の償還による支出 △1,234,300

その他 △12,344

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,024,864

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,171,000

現金及び現金同等物の期首残高 3,115,023

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,944,023
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

　会計処理基準に関する事項の変

更

（１）重要な資産の評価基準及び評価方法

　　の変更

 たな卸資産

　　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として売価還元法によ

る原価法によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評

価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用された

ことに伴い、主として売価還元法による低価法（貸借対照表価額については収益

性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　　これにより、営業損失及び経常損失は24,089千円減少し、税金等調整前四半期純損

失は、44,056千円増加しております。

（２）リース取引に関する会計基準の適用

　　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企

業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準

第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会

　平成６年１月18日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準適用指針16号）が

平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用

することができることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間からこれ

らの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。ま

た、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法

については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用してお

ります。

　　この変更が四半期連結財務諸表及びセグメント情報に与える影響は軽微でありま

す。

　　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用し

ております。　
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【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

 １．一般債権の貸倒見積高の算定

方法

　当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したもの

と著しい変化が無いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用し

て貸倒見積高を算定しております。 

 ２．棚卸資産の評価方法 　当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連

結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

 ３．固定資産の減価償却費の算定

方法

　固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定してい

るため、当該予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定しております。  

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年５月31日）

前連結会計年度末
（平成21年２月28日）

　※　有形固定資産の減価償却累計額は29,149,572千円

　　であります。

　※　有形固定資産の減価償却累計額は28,957,353千円

　　であります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次のとおりであります。

　　販売費                            314,839千円

　　宣伝費                            298,824千円

　　給料手当                        1,004,471千円

　　退職給付費用                 　    67,079千円

　　地代・家賃                　　    618,902千円

　　減価償却費　　             　　   366,802千円

　　貸倒引当金繰入額                　 13,084千円  

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

　対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年５月31日現在）

現金及び預金勘定　　　　　　　　　　2,155,423千円 

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金　　　　　　　　　　　　　　△211,400千円

現金及び現金同等物                  1,944,023千円  

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年５月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　

平成21年５月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　　　　　　　　　32,286,002株

  

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　 114,949株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

  該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

 当第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日）

 百貨店業
(千円)

金融業
(千円)

その他の
事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高                         
(1）外部顧客に
　　対する売上高

14,502,9649,331 302,95214,815,247 － 14,815,247

(2）セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

13,284 73,294129,929216,508  △216,508 －

計 14,516,24882,625432,88215,031,755△216,508 14,815,247

営業利益又は営業損失
（△）

△83,215 13,023 7,466△62,726 802 △61,923

　（注）１．事業区分は、日本標準産業分類によって小売業、金融業、その他事業に区分しております。

２．各事業の主要な内容

(1）百貨店業……………………衣料品、食料品、雑貨、身回品、家庭用品等の販売及び店舗ビルの賃貸

(2）金融業………………………クレジット業務受託業、ファイナンス業

(3）その他の事業………………宣伝広告代理店業及び情報処理サービス業

 

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成21年３月１日　至平成21年５月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

 

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自平成21年３月１日　至平成21年５月31日）

海外売上高がないため該当事項はありません。

 

 

（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末(平成21年５月31日)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

 

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年５月31日）

デリバティブ取引はすべてヘッジ会計を適用しているため、記載しておりません。

 

 

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日）

該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年５月31日）

前連結会計年度末
（平成21年２月28日）

１株当たり純資産額 117.32円 １株当たり純資産額 127.86円

２．１株当たり四半期純損失金額

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

１株当たり四半期純損失金額                △14.94円 

　なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

１株当たり四半期純損失金額     

四半期純損失（千円） △480,765

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（千円） △480,765

普通株式の期中平均株式数（千株） 32,172

 

（重要な後発事象）

 　　　 該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日）

著しい変動がないため、記載しておりません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年７月13日

株式会社さいか屋

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小森　幹夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 永澤　宏一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 上林　礼子　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社さいか屋の

平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年

５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社さいか屋及び連結子会社の平成21年５月31日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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